
（別紙） 

 

岐阜県産業技術総合センター繊維講演会・研究成果発表会 ～概要～ 
 

■■ 日 時 ■■  令和６年９月３日（火） １３：３０～１６：３０ 

■■ 場 所 ■■  岐阜県産業技術総合センター実験棟Ａ ２階 A201多目的ホール（関市小瀬1288） 

■■ 主 催 ■■  岐阜県産業技術総合センター 

■■ 参加費 ■■  無料 

 

～ プログラム ～ 

１ 講演 13:35～14:35 

『センターの支援事例紹介 産地支援と SDGsへの取り組み』  

講師：兵庫県立工業技術センター繊維工業技術支援センター 

 技術課長 東山
ひがしやま

 幸
ゆき

央
お

 氏 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究成果発表 14:50～15:50 

① 「ウールブレンド紙糸繊維製品の開発」                   主任専門研究員 林
はやし

 浩司
こ う じ

 

  尾州産地は毛織物の生産が盛んです。美濃機械すき和紙から作られる紙糸にウール繊維を配合

抄紙することで、ウールの特性を持つ紙糸を開発しました。 

② 「次世代自動車・環境対応繊維資材の開発」          主任専門研究員 中島
なかしま

 孝
たか

康
やす

 

構成繊維同士が熱で融着されてボード状になっている製品の端材について、リサイクル手法を

検討しました。 
  

③ 「機能性を有する繊維の開発」                     研究員 亀山
かめやま

 遼一
りょういち

 

    シクロデキストリンの繊維への加工方法や包接方法について検討し、香りの評価を行いました。 

 

３ 所内見学（希望者を対象） 15:50～16:30 

   主に繊維関連の設備についてご紹介します。 

播州産地は生地での出荷が主で、最終消費者への知名度が低いことが課題となっているため、

西脇市の「西脇ファッション都市構想」事業をはじめ、産地全体で最終消費者への知名度向上

に取り組んでいます。 

 また近年、繊維産業の環境への負荷が大きいとの国連の指摘もあり、業界として SDGsを意識

した環境負荷低減への取り組みが急務です。上記に関して、センターの支援事例を紹介します。 

 


